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岡
山
市
に
本
部
を
置
く
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
。
「
多

様
性
の
共
存
」
　
「
相
互
扶
助
」
の
理
念
の
も
と
、
１
９
８
４
年
の
設
立

以
来
、
世
界
各
地
の
災
害
・
紛
争
地
域
で
緊
急
人
道
支
援
活
動
や
復
興

支
援
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
民
族
や
宗
教
つ
文
化
の
違
い
を
超
え
て
結

ば
れ
た
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
3
2
支
部
。
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
外
国

人
ス
タ
ッ
フ
に
各
国
の
歴
史
や
現
状
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
果
た
し
て
き
た
役

割
を
報
告
し
て
も
ら
い
、
国
際
貢
献
の
在
り
方
や
世
界
平
和
へ
の
道
を

考
え
る
。
八
月
１
回
掲
載
）

　
私
が
生
ま
れ
た
ズ
リ
ラ
ン
カ
に
は
悲
惨
な
過
去

が
あ
り
ま
す
。
１
９
８
３
年
か
ら
2
6
年
間
、
民
族

間
の
激
し
い
戦
闘
が
あ
り
、
犠
牲
者
は
1
0
万
人
以

上
愕
の
ぼ
り
ま
し
た
。
特
に
北
部
で
は
各
家
庭
１

人
く
ら
い
の
多
く
の
死
者
が
出
ま
し
た
。

　
私
も
1
5
歳
の
時
、
内
戦
で
両
親
を
失
い
、
と
て

も
悲
し
く
寂
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

苦
し
い
経
験
が
私
の
転
機
と
な
り
ま
し
た
。
世
界

各
均
で
困
っ
て
い
る
多
く
の
人
々
を
助
け
た
い
と

思
っ
た
の
で
す
。

　
内
戦
は
２
０
０
９
年
に
終
結
し
、
住
民
ら
は
復

興
に
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
南
部
に
あ
る
国
内
銀

大
の
都
市
コ
ロ
ン
ボ
で
は
高
層
ビ
ル
が
並
び
、
道

路
も
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
村
部
で
は
れ
ん
が
造
り
の
家
々
が
豊
か
な
自

然
に
囲
ま
れ
、
野
生
の
ゾ
ウ
を
見
か
け
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
子
ど
ち
ら
も
元
気
に
学
校
に
通
う
な

ど
内
戦
終
結
か
ら
約
７
年
が
経
過
し
、
各
地
は
紛

争
前
と
同
様
な
姿
に
戻
り
ま
し
た
。

　
表
面
上
は
復
興
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
特
に
北

部
と
東
部
に
は
内
戦
に
よ
る
大
き
な
爪
痕
が
残
っ

て
い
ま
す
。
建
物
の
壁
に
は
今
も
銃
弾
の
跡
が
あ

り
、
地
雷
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
埋
設
さ
れ
た
ま
ま

で
す
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
地
雷
撤
去
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。
手
足
を

切
断
さ
れ
た
子
ど
も
の
姿
を
多
く
見
か
け
ま
す
。

若
者
は
欧
州
や
イ
ン
ド
な
ど
に
次
々
と
移
住
し
て

い
ま
す
。

　
国
民
み
ん
な
が
「
も
う
紛
争
は
し
た
く
な
い
」

と
願
っ
て
お
り
、
相
対
立
し
て
い
た
多
数
派
シ
ン

ハ
ラ
、
少
数
派
タ
ミ
ル
の
両
民
族
と
も
大
切
に
し

て
い
た
文
化
、
宗
教
を
前
面
に
出
す
こ
と
に
遠
慮

内戦の傷いまだ消えず
偏見超え若者ら:交流
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熱
帯
性
の
気
候
で
高
温
多
湿
。
人
口
２
１
（
リ
Ｏ
万
人
。
面
積
は
６

万
５
６
０
０
平
方
♂
で
北
海
道
の
８
割
程
度
の
広
さ
。
公
用
語
は
シ

ン
ハ
ラ
語
と
タ
ミ
ル
語
‐
０
主
要
産
業
は
農
業
で
、
日
本
に
も
紅
茶
な

ど
を
輸
出
し
て
い
る
。
２
０
０
４
年
の
イ
ン
ド
洋
犬
津
波
で
は
大
き

な
被
害
を
受
け
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
も
支
援
活
動
を
行
っ
た
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
事
務
局
長

　
ニ
ッ
テ
ィ
ヤ
ン
・
ヴ
ィ
ー
ラ
ヴ
ァ
ー
グ
さ
ん
（
4
7
）

J;

ス
リ
ラ
ン
カ
で
医
療
和
平
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
（
有
の
２
人
）
ら
＝
２
０
０
３
年

が
ち
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
に
は
失
わ
れ
た
人
間

の
尊
厳
が
ま
だ
回
復
に
至
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思

え
ま
す
。
こ
の
尊
厳
の
回
復
こ
そ
私
の
願
い
で
す
。

　
「
戦
争
は
破
壊
、
平
和
は
創
造
」
と
あ
ら
た
め
て

痛
感
し
て
い
ま
す
。

　
民
族
紛
争
が
停
戦
と
な
っ
た
２
０
０
３
年
か
ら

ー
約
３
年
間
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
医
療
和
平
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
民
族
を
対
象

に
巡
回
診
療
を
行
い
、
学
校
で
は
保
健
教
育
な
ど

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
「
命
の
普
遍
性
は
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
を
超
え
る
」
と
い
う
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
理
念
が

受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
す
。

　
私
は
２
０
０
３
年
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
加
わ
り
ま
し

た
。
人
生
の
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
し

た
。
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
の
を
今
も
鮮
明
に
覚

え
て
い
ま
す
。
　

ょ

］
筝
の
再
燃
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
は
途
切
れ
ま

し
た
が
、
内
戦
終
結
後
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
中
学
高
校
生

会
（
事
務
局
ふ
ｍ
一
山
市
）
に
よ
る
「
平
和
構
築
プ

ロ
グ
ラ
ム
活
動
」
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
年
１
回
、
ス
リ
ラ
ン
カ
国
内

で
各
民
族
の
若
者
が
集
い
、
京
教
と
文
化
、
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
を
通
じ
て
交
流
す
る
も
の
で
す
。
参
加

者
ら
が
心
を
許
し
合
い
、
相
互
の
″
多
様
性
″
を

認
め
合
う
姿
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　
内
戦
で
は
大
き
な
犠
牲
を
負
い
ま
し
た
が
、
紛

争
前
に
あ
っ
た
民
族
間
の
偏
見
は
若
者
を
中
心

に
少
し
ず
つ
消
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
新
し
い
ス
リ

ラ
ン
カ
が
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
こ

の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
願
い
、
祖
国
の
た
め
、
世

界
の
た
め
に
全
力
を
往
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

支部

●アフガニスタン　●マレーシア
●アル八二ア　　　＠モンゴル

●ﾎﾞｽｺﾞｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ●ネパール
ｅバングラデシュ　　＠ニュージーランド

●パキスタン

＠ベルー

●フィリピン

●サハ共和国(ロシア)

●セルビア

●シンガポール

●スリラン力

＠スーダン

＠台湾
ｅウガンダ

●ベトナム

●ザンビア　　▽

●ボリビア
＠カンボジア
●カナダ

＠コロンビア
＠ガイアナ
●ハイチ
●ホンジュラス
●インド
●インドネシア
●カザフスタン
●韓国
.●コソボ

ＡＭＤＡ本部

＠
＠

＠

＠
海外32支部
災害･紛争時に支援

@
,

?

｡.S;

＠

＠

‥
呂
「
。

＠
＠
＠

　事務局は地理的な利便性の高さ

からマレーシア・クアラルンプー

ルに置く。本部・支部間はメール

で緊密に情報交換するほか、毎年

末にはアジア15力国・地域の支部

長会議を事務局で開催、年間の活

動方針などを確認している。

　各支部は自主独立が原則で、本

部とは対等な関係。多くが任意団

体で、現地で法人登記するのはネ

パール支部のみ。６力国計８病院

に上る支部関連の病院･診療所も、

それぞれ独立採算で運営されてい

る。

め、その理念に共感して母国に発

足させたケースが目立つ。近年は

ハイチやザンビア、セルビアのよ

うに救援活動を共にした地元医師

らが支部を立ち上げることも多

く、アジアを超えた医療ネットワ

ークを構築しつつある。

　ＡＭＤＡグループで海外での救

援医療活動の中核を担うＡＭＤＡ

インターナショナルは、アジアを

中心に32力国・地域の海外支部で

構成し、メンバーは現地スタッフ

ら計約500人。災害・紛争時など

はＡＭＤＡ本部の呼び掛けに応

じ、多国籍の医師や看護師らによ

る緊急医療支援チームを組織し、

現地での巡回診療や救膳所運営な

どに当たる｡▽

　インドネシアやバングラデシ

ュ、インドなど草創期から活動す

る支部は、現地の医師らが日本留

学や国際会議などを機にＡＭＤＡ

グループの菅波茂代表と親交を深
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菅
波
茂
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表

活
動
、
情
報
収
集
の
拠
点
現
地
と
協
力
、
判
豚
尊
重

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
海
外
支
　
な
い
の
は
そ
の
お
か
け
だ
。

部
の
役
割
や
展
望
な
ど
に
つ
い
て
、
菅
波
茂
　
　
－
多
国
籍
医
師
団
の
存
在
は
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表
に
間
い
た
。
　
　
　
に
は
な
い
特
徴
だ
。
２
０
１
２
年
の
ハ
イ
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
機
洋
平
）
　
　
大
地
震
で
は
７
カ
国
総
勢
4
0
人
が
３
ヵ
月

　
　
　
　
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
、
救
援
医
療
活
動
に
従
事
し
た
。

　
－
地
域
間
紛
争
の
激
化
や
感
染
廊
の
ま
ん
　
　
多
く
が
居
院
勤
務
な
ど
仕
事
を
抱
え
る
水

辺
な
ど
国
際
的
な
活
動
は
厳
し
い
時
代
を
迎
　
ラ
ツ
テ
ィ
ア
で
、
無
理
な
く
活
動
す
る
に
は

え
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
支
部
か
ら
少
人
数
ず
つ
派
遣
す
る
の
が
望

　
私
た
ち
の
海
外
活
動
は
現
地
の
人
間
と
協
　
ま
し
い
。
幸
い
に
も
本
部
の
要
請
に
対
し
各

力
し
、
そ
の
判
断
を
尊
重
す
る
「
ロ
ー
カ
ル
　
支
部
は
積
極
的
に
手
を
挙
げ
て
く
れ
る
。
こ

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
が
原
則
。
そ
の
た
め
１
９
　
う
し
た
活
動
を
可
能
に
す
る
の
は
「
オ
ー
プ

８
４
年
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
設
立
以
来
、
ア
ジ
ア
を
　
ン
相
互
扶
助
」
の
精
神
。
「
困
っ
た
ら
お
互

中
心
に
人
脈
を
広
げ
、
活
動
や
情
報
収
集
の
　
い
さ
ま
」
を
国
境
や
共
同
体
を
超
え
た
形
で

拠
点
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。
現
地
ス
タ
ッ
　
実
践
す
る
。
私
た
ち
の
も
う
一
つ
の
基
本
原

フ
で
構
成
す
る
支
部
は
そ
の
重
要
な
足
が
か
　
則
と
言
え
る
。

り
。
こ
れ
ま
で
3
3
年
間
で
紛
争
地
を
含
め
6
7
　
　
－
各
支
部
の
機
能
充
実
を
ど
う
図
る
か
。

力
国
・
地
域
１
８
０
件
の
医
療
支
援
活
動
を
　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
は
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で

展
開
し
て
き
た
が
、
い
ま
だ
死
者
が
出
て
い
　
深
刻
な
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
高
知
、
徳
島
県
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す
が
な
み
・
し
げ
る
　
福
山
市
（
旧
神
辺
町
）
出
身
。
土
９
７
７
年
に

岡
山
犬
大
学
院
医
学
研
究
科
修
了
。
岡
山
犬
病
院
勤
務
な
ど
経
て
、
8
4
年

に
岡
山
市
を
本
部
と
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を
設
立
。
２
０
０
８
年
か
ら
日
本
医

師
会
国
際
保
健
検
討
委
員
会
委
員
。
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
在
住
。
7
0
歳
。

ｄ
～
ｓ
‐
＝
１

の
９
市
町
を
岡
山
県
内
の
医
療
機
関
な
ど
が
　
の
４
分
野
1
1
事
業
を
展
開
中
だ
。
支
部
に
は

支
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。
　
緊
急
医
療
支
援
だ
け
で
な
く
、
魅
力
的
な
プ

混
乱
を
極
め
た
東
日
本
大
震
災
で
の
支
援
活
　
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
構
築
す
る
能
力
も
身
に
付
け

動
の
反
省
に
立
ち
、
初
め
て
災
害
の
事
前
準
　
て
も
ら
い
た
い
。

備
に
着
手
す
る
も
の
だ
。
1
7
年
は
こ
の
モ
デ
　
　
ー
海
外
支
部
の
報
告
を
道
し
て
訴
え
た
い

ル
を
海
外
で
も
実
践
し
、
支
部
を
拠
点
に
各
　
点
は
。

国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
医
療
施
設
つ
大
学
な
ど
と
Ｉ
　
　
岡
山
県
で
は
２
０
０
４
年
に
全
国
初
の
国

層
の
連
携
を
深
め
、
災
害
・
紛
争
時
の
支
援
　
際
貢
献
条
例
が
制
定
さ
れ
る
ほ
ど
県
民
の
意

受
け
入
れ
態
勢
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。
　
　
識
が
高
く
、
ま
た
医
療
・
福
祉
先
進
県
と
し

　
ー
新
た
な
国
際
人
道
支
援
事
業
と
し
て
　
て
弱
者
に
寄
り
添
う
風
土
が
息
づ
い
て
い

　
「
世
界
平
和
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
　
（
Ｇ
Ｐ
　
る
。
ぜ
ひ
災
害
や
紛
争
な
ど
の
不
条
理
に
苦

Ｓ
Ｐ
）
を
掲
げ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
し
む
人
た
ち
の
存
在
を
知
っ
て
ほ
し
い
。
私

　
テ
ー
マ
は
「
ビ
ヨ
ン
ド
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
　
（
Ａ
　
た
も
の
活
動
は
小
さ
な
つ
な
が
り
を
大
切
に

Ｍ
Ｄ
Ａ
を
超
え
て
）
。
従
来
は
団
体
へ
の
寄
　
し
て
、
こ
こ
ま
で
広
が
っ
た
。
海
外
の
現
状

付
だ
っ
た
が
、
今
後
は
他
組
織
と
も
協
力
し
、
を
知
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
県
民
丁
人
一
人
の

組
織
の
枠
組
み
を
超
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ヘ
　
さ
さ
や
か
な
善
意
や
興
味
が
、
明
日
の
世
界

の
出
資
を
募
っ
て
い
き
た
い
。
現
在
、
平
和
　
を
切
り
開
く
原
動
力
と
な
る
と
信
じ
て
い

構
築
▽
生
活
向
上
▽
教
育
支
援
▽
健
康
支
援
　
る
。
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